
狭小地・低天井現場での施工例

概　要
スペースゼロ工法は、超狭小地に対応した鋼管杭の打撃貫

入工法である。極めて小さい打撃シリンダーを用いることで、
高さ2ｍ、0.91㎡程度の空間があれば杭を打設することが可
能である。低天井・狭小地や、重機を搬入する道のない未開
地での国土交通省の公共建設工事、重要文化財に指定された
神社仏閣のような建物を破壊して重機を入れることができな
い改築・改装工事などさまざまな場所で採用されており、高
い評価を受けている。

文化財改修工事

特　長
鋼管内部にハンマーを挿入し、

シリンダーにてハンマーを稼働さ
せることで、鋼管を貫入していく。
本工法は鋼管を延長する際に同時
にハンマーを延長することで、深
度が深くなるにつれて貫入エネル
ギーが増えるという特長を持つ。

施工管理の方法としてGBRC性
能証明を取得しているスライド
ウェイトS試験を使い支持力確認
を行う。

軟弱地盤処理工

超狭小地対応鋼管杭打撃工法
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油圧シリンダーで持ち上げ
たウェイトハンマ一を落下
させ、その衝撃で鋼管を貫
入。

鋼管を延長する際にウェイ
トハンマーも延長させるの
で、杭が長く（深く）なる
ほどハンマーが重くなり、
貫入エネルギーが上がつて
いく。

対応鋼管径
φ139.8/φ165.2
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